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本
学
に
赴
任
す
る
前
、他
女
子
大
の
３
年
ゼ
ミ
で
一
回
だ
け

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。私
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
は

「
自
分
を『
強
く
』す
る
た
め
の
簡
単
な
ひ
と
つ
の
方
法
」と
い

う
も
の
で
す
。

　

ト
ピ
ッ
ク
は「
ベ
ビ
ー
カ
ー
ト
ラ
ブ
ル
」。人
口
問
題
、厚
生

労
働
省「
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
ど
を
説
明
し
、そ
の
上

で
国
土
交
通
省
の
略
称「
ベ
ビ
ー
カ
ー
協
議
会
」が
い
う「
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
進
展
に
伴
い
子
ど
も
連
れ
で
の
外
出
が
増
加

し
て
き
た
結
果
、公
共
交
通
機
関
等
に
お
け
る
ベ
ビ
ー
カ
ー

利
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
意
識
の
差
な
ど
が
顕
在
化
」を
め

ぐ
っ
て
意
見
を
聴
き
ま
し
た
。

　
「
ト
ラ
ブ
ル
」で
は
、ぶ
つ
け
ら
れ
た
と
か
、今
の
母
親
は
迷

惑
を
顧
み
ず
我
が
も
の
顔
、と
い
っ
た
指
摘
が
あ
り
ま
す
。広

島
電
鉄
は
、専
用
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
マ
ー
ク
で
区
分
し
、ト

ラ
ブ
ル
を
防
止
し
て
乗
降
を
ス
ム
ー
ス
に
す
る
試
み
を
早
期

に
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
事
例
に
彼
女
た
ち
は
賛
同
一
色
で
し

た
が
、私
の
問
い
は「
仕
組
み（
構
造
）を
変
え
る
」に
代
替
さ

せ
ず
、ト
ラ
ブ
ル
防
止
を
当
事
者
同
士
で
行
う
必
要
は
な
い

か
、で
し
た
。後
日
、届
け
ら
れ
た
感
想
の
多
く
が「
モ
ノ
や
他

人
に
頼
る
前
に
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
解
決
で
き
る

こ
と
は
解
決
し
て
し
ま
え
ば
良
い
の
だ
と…
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
」と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

考
え
て
欲
し
か
っ
た
の
は
、若
い
学
生
に
も
、も
ち
ろ
ん
私

た
ち
の
多
く
に
も
、当
事
者
同
士
で
の
解
決
へ
の
努
力
と
能
力

と
が
も
っ
と
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。国
際
調
査
で
は
、

他
者
と「
付
き
合
い
を
し
な
い
」日
本
人
の
比
率
が
抜
き
ん
で

て
高
く
、ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
調
査
で
は
会
話
・
交
際
の
な
い
比
率
が

年
々
高
ま
っ
て
も
い
ま
す
。竹
内
稔『
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
か
ら
み

た
日
本
人
』（
商
業
界
）に
は「
レ
ジ
で
お
客
と
相
対
す
る
こ
と

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
は
増
加
す
る
一
方
な
の
だ
。…

そ
れ
は
、し
ゃ

べ
ら
な
い
お
客
が
多
く
な
っ
た
か
ら
な
の
だ
」と
あ
り
ま
す
。

　
「
無
言
社
会
」の
到
来
に
抗
し
、言
葉
で
意
思
を
示
す
こ
と

が「
問
題
」解
決
に
役
立
つ
、そ
の
行
為
自
体
が
自
分
を「
強

く
」す
る
。そ
れ
が
彼
女
た
ち
に
気
付
い
て
欲
し
か
っ
た
た
だ
一

つ
の
こ
と
で
す
。

学
長
　
廣
江
　
彰

「
無
言
社
会
」に
抗
し
、言
葉
を
発
す
る

釜
山
女
子
大
学
校
と
の

文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

健
康
栄
養
学
科
の
四
十
九

院
成
子
教
授
が
、平
年
27
年
９

月
27
日
付
け
で
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
表
彰
状
の
授
与
を
受
け

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、先
生
が
長
年
に
わ

た
り
栄
養
士
養
成
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

表彰状を授与された四十九院教授と学長

　

平
成
27
年
度
よ
り
、協
定
校
で
あ
る
釜
山
女
子
大
学
校

(

韓
国)

と
の
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
10
月
に
、現
代
家
政
学
科
３
年
生（
当
時
）小
嶋

奏
絵
さ
ん
、野
村
咲
櫻
里
さ

ん
、増
田
有
伊
子
さ
ん
の
３

名
が
釜
山
女
子
大
学
校
大

学
祭
を
訪
れ
、イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。本
学
の
歴
史
、

本
学
学
生
の
生
活
ぶ
り
、日

本
の
お
菓
子
に
つ
い
て
紹
介

し
た
の
で
す
が
、
合
間
に

行
っ
た
ク
イ
ズ
で
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
、に
ぎ
や
か
で

楽
し
い
交
流
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、11
月
の
本
学
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
で
は
、釜
山
女
子
大
学
校

カ
ジ
ノ
科
１
年
生（
当
時
）四
名
が
韓
国
茶
道
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。韓
国
の
茶
道
具
、屏
風
、お
茶
と
お
菓
子
を

使
っ
た
本
格
的
な
茶
会
に
、集
ま
っ
た
人
達
は
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。終
了
後
、お
互
い
の
民
族
衣
装
を
着
せ

あ
っ
て
写
真
を
撮
っ
た
こ
と
が
、両
学
学
生
に
と
っ
て
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

参
加
学
生
か
ら
は「
文
化
の
違
い
を
理
解
し
、分
か
ち
あ

う
中
で
生
ま
れ
る
絆
や
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
」と
い
う

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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東
京
家
政
学
院
奨
学
金
・
光
塩
会
奨
学
金 

授
与
式

タ
イ
ガ
ー
魔
法
瓶
株
式
会
社
と
の

連
携
事
業「
カ
タ
ロ
グ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

現
代
家
政
学
科
主
催 

現
代
生
活
学
セ
ミ
ナ
ー

「
冷
蔵
庫
の
中
か
ら
地
球
が
見
え
る
」

　

平
成
27
年
度
よ
り
、協
定
校
で
あ
る
釜
山
女
子
大
学
校

(

韓
国)

と
の
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
10
月
に
、現
代
家
政
学
科
３
年
生（
当
時
）小
嶋

奏
絵
さ
ん
、野
村
咲
櫻
里
さ

ん
、増
田
有
伊
子
さ
ん
の
３

名
が
釜
山
女
子
大
学
校
大

学
祭
を
訪
れ
、イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。本
学
の
歴
史
、

本
学
学
生
の
生
活
ぶ
り
、日

本
の
お
菓
子
に
つ
い
て
紹
介

し
た
の
で
す
が
、
合
間
に

行
っ
た
ク
イ
ズ
で
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
、に
ぎ
や
か
で

楽
し
い
交
流
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、11
月
の
本
学
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
で
は
、釜
山
女
子
大
学
校

カ
ジ
ノ
科
１
年
生（
当
時
）四
名
が
韓
国
茶
道
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。韓
国
の
茶
道
具
、屏
風
、お
茶
と
お
菓
子
を

使
っ
た
本
格
的
な
茶
会
に
、集
ま
っ
た
人
達
は
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。終
了
後
、お
互
い
の
民
族
衣
装
を
着
せ

あ
っ
て
写
真
を
撮
っ
た
こ
と
が
、両
学
学
生
に
と
っ
て
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

参
加
学
生
か
ら
は「
文
化
の
違
い
を
理
解
し
、分
か
ち
あ

う
中
で
生
ま
れ
る
絆
や
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
」と
い
う

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本学学生が釜山女子大学校大学祭で日本を紹介

タイガー魔法瓶（株）社長から賞品授与

阿南久 消費者庁前長官のご講演奨学金授与後 出席者全員で記念撮影

釜山女子大学校学生が本学KVA祭で韓国茶道を披露

本学と釜山女子大学校の学生が
お互いの民族衣装を着せ合う

　

平
成
27
年
度
、本
学
で
は
タ
イ
ガ
ー
魔
法
瓶
株
式
会
社
と

連
携
し
て「
カ
タ
ロ
グ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
し
ま
し

た
。コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
は『
わ
た
し
が
欲
し
い
カ
タ
ロ
グ
デ

ザ
イ
ン
』で
、若
者
が
手
に
取
り
た
く
な
る
タ
イ
ガ
ー
魔
法
瓶

株
式
会
社
の
カ
タ
ロ
グ
の
見
出
し
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
競
い

合
い
ま
し
た
。現
代
家
政
学
科
、生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生

か
ら
合
計
32
件
の
応
募
が
あ

り
、そ
の
な
か
か
ら
20
点
が
選

ば
れ
、Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
で
展
示
・
投

票
が
行
わ
れ
、グ
ラ
ン
プ
リ
１

点
、準
グ
ラ
ン
プ
リ
１
点
、入

賞
８
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
に
は
、タ
イ
ガ
ー
魔

法
瓶
株
式
会
社
の
製
品
が
賞

品
と
し
て
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
11
月
14
日（
土
）町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京
家

政
学
院
奨
学
金
・
光
塩
会
奨
学
金
の
授
与
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
奨
学
金
は
勉
学
に
努
力
し
た
２
年
生
以
上

の
成
績
優
秀
者
に
支
給
さ
れ
る
制
度
で
、毎
年
教
授
会
で

決
定
が
下
さ
れ
ま
す
。

　

授
与
式
に
は
廣
江
学
長
ほ
か
大
学
役
職
者
と
、光
塩
会

か
ら
会
長
・
副
会
長
、奨
学
金
授
与
者
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
最
初
に
、
廣
江
学
長
か

ら
東
京
家
政
学
院
奨
学
金

の
授
与
が
行
な
わ
れ
、次
に

永
山
光
塩
会
会
長
か
ら
光

塩
会
奨
学
金
の
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
学

長
、光
塩
会
長
か
ら
、祝
福

と
激
励
の
お
言
葉
が
あ
り
、

授
与
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
る「
食
品
ロ
ス
」を
テ
ー
マ

に
、現
代
家
政
学
科
主
催 

現
代
生
活
学 

セ
ミ
ナ
ー「
冷
蔵
庫

の
中
か
ら
地
球
が
見
え
る
」が
平
成
27
年
10
月
31
日
千
代
田

三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

企
画
・
運
営
等
を
学
生
が
担
当
し
、消
費
者
庁
前
長
官
の

阿
南
久
氏
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
理
事
長
マ
ク
ジ
ル
ト
ン
・
チ
ャ
ー
ル

ズ
氏
な
ど
４
名
の
講
師
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

活
動
報
告
を
し
ま
し
た
。パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
現
代
生

活
学
と
食
品
ロ
ス
」で
は
、学
生
や
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
に
答

え
て
い
た
だ
き
、大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

185
名
の
学
生
が
出
席
し
、学

外
か
ら
の
関
心
も
高
く
、高
校

生
・
高
校
の
家
庭
科
の
先
生
、

企
業
・
生
協
関
係
者
な
ど
多

数
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
現
代
家
政
学
科
オ

リ
ジ
ナ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
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１
月
15
日(

金)

〜
17
日(

日)

に
か
け
て
毎
年
恒
例
の「
神

田
小
川
町
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト
」が
開
催
さ
れ
、本
学
か

ら
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
稀
に
み
る
暖
冬
の
影
響
で
、群
馬
県
嬬
恋
村
関

係
者
か
ら
80
ｔ
の
雪
の
調
達

が
大
変
だ
っ
た
と
い
う
話
も

あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
学
生
た
ち
は
、３
日

間
雪
と
格
闘
し
、制
作
に
没

頭
し
た
結
果
、道
行
く
人
た

ち
に
も
大
変
好
評
で
、制
作

途
中
か
ら
、雪
だ
る
ま
の
前

で
記
念
写
真
を
撮
る
人
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
15
回
神
田
小
川
町
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト

　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、平
成
27
年
10
月
22
日（
木
）に
元

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ン
ク
ロ
チ
ー

ム
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
で
あ
り
、本

学
卒
業
生
の
金
子
正
子
氏
を

お
迎
え
し
て「
指
導
者
の
役

割
」を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
千
代
田
三
番
町

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、平
成
27
年

11
月
26
日（
木
）に
本
学
名
誉

平
成
27
年
度
「
特
別
公
開
講
座
」
開
催
報
告

優秀作品には㈱ニチベイから記念の盾が贈られました。
左から山内彩郁さん、岡本遥夏さん、大澤侑紀さん

参加チーム ： 現代家政学科４GA千代田三番町キャンパス・ローズホールにて
講演される石井廣志名誉教授
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平
成
27
年
度
の
現
代
家
政
学
科「
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
演

習
」の
授
業
で
は
、株
式
会
社
ニ
チ
ベ
イ
と
の
産
学
連
携
授
業

と
し
て「
デ
コ
ブ
ラ
イ
ン
ド
」の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い

ま
し
た
。

　

デ
コ
ブ
ラ
イ
ン
ド
と
は
ベ
ネ
シ
ャ
ン
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
ス
ラ
ッ
ト

（
羽
根
）の
部
分
に
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
を
切
貼
し
、単
調
な

ブ
ラ
イ
ン
ド
を
豊
か
に
飾
る
も
の
で
す
。

　

企
業
側
と
し
て
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
ユ
ー
ス
に
思
わ
れ
が
ち
な

ブ
ラ
イ
ン
ド
を
住
空
間
で
楽
し
く
使
う
可
能
性
の
模
索
、本

学
学
生
と
し
て
は
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
大
き
な
部

分
を
占
め
る
ウ
イ
ン
ド
ゥ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、実
践

的
に
学
べ
る
こ
と
が
あ
り
、双
方
に
有
意
義
な
産
学
連
携
と

な
り
ま
し
た
。

　

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
演
習
室
と
ニ
チ
ベ
イ
日
本
橋

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
４
回
に
わ
た
り
授
業
が
行
わ
れ
、履
修
者
全

員
の
作
品
提
出
の
後
、最
優
秀
賞
に
岡
本
遥
夏
さ
ん
、優
秀

賞
に
大
澤
侑
紀
さ
ん
、山
内
彩
郁
さ
ん（
い
ず
れ
も
現
代
家

政
学
科
３
年
生
）の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
優
秀
作
品
は
昨

年
11
月
18
〜
20
日
に
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
開
催
さ
れ

た「
イ
ン
テ
リ
ア
ト
レ
ン
ド

シ
ョ
ー
第
34
回
ジ
ャ
パ
ン
テ
ッ

ク
ス
２
０
１
５
」に
お
い
て
展

示
さ
れ
、業
界
誌「
イ
ン
テ
リ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス
」10
月
25

日
号
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
ニ
チ
ベ
イ
と
の
産
学
連
携
授
業

「
デ
コ
ブ
ラ
イ
ン
ド
」

教
授 

石
井
廣
志
先
生
に
よ
る『
沖
縄
の
伝
統
工
芸
の「
歴
史

と
魅
力
を
語
る
」〜
沖
縄
に
も
た
ら
さ
れ
た
大
陸･

東
南
ア

ジ
ア
の
伝
統
工
芸
〜
』特
別
公
開
講
座
が
開
講
さ
れ
、両
キ
ャ

ン
パ
ス
と
も
に
、好
評
の
う
ち
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度「
公
開
講
座
」開
催
報
告

 

平
成
27
年
度
東
京
家
政
学
院
大
学
公
開
講
座
は
別
表
の
と

お
り
開
講
さ
れ
、好
評
の
う
ち
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
予
定
は
、決
ま
り
次
第
、順
次
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平成27年度公開講座開催状況

刺繍講座（全3回）
ー（区限刺繍）フローレンタイン･ステッチ等ー

講座名 開催日 担当教員

食品と加工（全2回）
ー味噌造り・ソーセージー

伝統食品（全1回）
ー世界の発酵食品ー

工芸制作（全2回）
ー寄木を活かした小物づくりー

高齢期の豊かな生活に向けて（全3回）
ー成年後見と老後の生活ー
ー高齢期の生活と地域ー
ー高齢期と社会貢献ー

 6 月 6 日
 6 月20日
 7 月11日

 6 月 6 日
 9 月 5 日

11月28日

10月17日
10月24日
10月31日

10月17日
10月24日

蒲池  香津代  准教授
正地   里江    助手

 林　  一也　教授
綿貫   仁美　助教

 林　  一也　教授
綿貫   仁美　助教

木本  　明 　 教授
嶋田   芳男 　准教授
鈴木  知佐子  教授

高尾   純宏   准教授

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス



企
画
展「
メ
デ
ィ
ア
と
博
物
館
の
あ
ゆ
み
」展（
予
告
）

生
活
文
化
博
物
館
移
管
資
料
展(

２)

「
う
っ
と
り…

レ
ー
ス
」展（
報
告
）

運行開始したラッピングバスの様子

JR相原駅西口前広場鳥観図

ＫＶＡ祭でのギャラリートークの様子平成3年度(1991)第3回特別展の様子

　

生
活
文
化
博
物
館
で
は
、平
成
28
年
６
月
１
日（
水
）〜

10
月
7
日（
金
）の
期
間
に「
メ
デ
ィ
ア
と
博
物
館
の
あ
ゆ
み
」

展（
仮
称
）を
事
務
局
入
試
広
報
グ
ル
ー
プ
と
の
共
催
で
開

催
し
ま
す
。当
館
は
、平
成
27
年
で
開
館
25
周
年
と
な
り
、本

展
は
そ
れ
を
記
念
し
て
博
物
館
の
25
年
の
活
動
を
大
学
の

動
向
と
絡
ま
せ
な
が
ら
展
示

し
ま
す
。内
容
は
、開
設
に
至

る
経
緯
や
開
館
に
備
え
て
収

集
し
た
資
料
、特
別
展
の
履

歴
、用
具
や
機
材
と
い
っ
た

博
物
館
の
裏
方
の
部
分
も
含

め
て
公
開
し
ま
す
。合
わ
せ
て

入
試
広
報
グ
ル
ー
プ
で
と
り

た
め
た
各
メ
デ
ィ
ア
の
本
学

関
連
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

生
活
文
化
博
物
館
で
は
、平
成
27
年
11
月
９
日（
月
）〜
平

成
28
年
２
月
５
日（
金
）の
期
間
に「
う
っ
と
り…
レ
ー
ス―

一

本
の
糸
か
ら
つ
く
る
美
空
間
」展
を
開
催
し
、本
学
短
期
大
学

の
旧
手
芸
研
究
室
が
所
蔵
し
て
い
た
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
レ
ー
ス
を

中
心
に
約
200
点
の
作
品
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

会
期
中
に
は
地
域
情
報
紙

や
新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
、近

隣
の
方
々
だ
け
で
な
く
九
州

地
方
と
い
っ
た
遠
方
か
ら
も

来
館
さ
れ
る
な
ど
多
く
の
方

に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。見

学
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
感
想
に

は
、作
品
の
緻
密
さ
美
し
さ
を

賛
美
す
る
も
の
が
多
く
、好

評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

4　学院だより 2016年4月発行

　

平
成
27
年
11
月
30
日
か
ら
、本
学
の
校
章
を
イ
メ
ー
ジ
化

し
た
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
２
台
が
運
行
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

運
行
対
象
区
域
は
、神
奈
川
中
央
交
通
㈱
相
模
原
営
業

所
城
山
操
車
所
管
内
で
、橋
本
駅
か
ら
本
学
近
隣
が
含
ま

れ
て
お
り
、地
域
住
民
に
対
し
て
動
く
広
告
物
と
し
て
、目

に
留
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

採
用
デ
ザ
イ
ン
は
、学
生
・
教
職
員
全
員
を
対
象
と
し
て
、

コ
ン
ペ
形
式
で
デ
ザ
イ
ン
作
品
を
募
り
、多
数
の
応
募
デ
ザ

イ
ン
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
最
優
秀
デ
ザ
イ
ン
作
品
で
す
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
運
行
開
始
に
つ
い
て

―
 

新
交
通
広
告
の
試
み ―

　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
寄
り
駅
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
相
原
駅
西
口

前
広
場
が
完
成
し
、平
成
28
年
３
月
28
日
か
ら
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー
の
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
駅
の
改
札
を
出
て
か
ら
、バ
ス
の
乗
降
場
所
ま

で
５
分
以
上
歩
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、乗
り
場
ま
で
屋

J
R
相
原
駅
西
口
前
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
の
供
用
開
始

―
 

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
通
学
時
間
短
縮・利
便
性
向
上 ―

根
が
設
置
さ
れ
て
い
る
駅
直
結
の
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
が
完
成

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
雨
の
日
も
濡
れ
ず
に
バ
ス
を
待
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。更
に
駅
か
ら
の
出
入
り
口
に
一
番
近
い
位
置

に
本
学
行
き
の
バ
ス
の
乗
降
場
所
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
原
駅
を
利
用
す
る
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
通
学
環
境
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
、多
く
の
学
生
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
6
日（
日
）に
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
リ
ー
ナ

に
て
学
友
会
主
催
の｢

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会｣

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。参
加
は
８
チ
ー
ム
、２
ブ
ロ
ッ
ク
総
当
り
戦
〜
上

位
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。決

勝
は
昨
年
と
同
じ
、３
年
生

「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
２
」と
２
年

生「
Ｍ
Ｊ
48
」の
対
戦
と
な
り

３
年
生
の「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

２
」が
、昨
年
準
優
勝
の
雪
辱

を
見
事
果
た
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
参
加
が
多
か
っ

た
今
年
は
、ま
さ
に
若
さ
弾

け
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

（
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
）

優勝チーム「ファイターズ2」準優勝チーム「MJ48」



(　　　　 )

(　　　　 )

東京家政学院大学　入試・オープンキャンパス日程

筑波学院大学　入試・オープンキャンパス日程

※  出願期間は、郵送での締切日（消印有効）を表す。
※  日程は変更になる可能性がございます。詳細は大学案内、学生募集要項をご覧ください。

入試種別

Ａ Ｏ 入 試
オープンキャンパス
参 加 型

Ａ Ｏ 入 試
（ 課 題 型 ）

推 薦 入 試

一 般 入 試

セ ン タ ー 試 験
利 用 入 試

特 別 選 抜 試 験
社 会 人 ・
海外帰国子女

私 費 外 国 人
留 学 生 試 験

編 入 学 試 験・
学 士 入 学 試 験

日 程

1期

1期

2期

3期

4期

5期

A日程

B日程

B日程

C日程

S日程

A日程

B日程

C日程

A日程

B日程

A日程

B日程

A日程

B日程

A日程

出願期間※1

 9 月 1 日(木)～ 9 月 9 日(金)

 9 月 1 日(木)～ 9 月 9 日(金)

10月 6 日(木)～10月14日(金)

10月25日(火)～11月 1 日(火)

12月13日(火)～12月19日(月)

 3 月14日(火)～ 3 月17日(金)

10月19日(水)～10月26日(水)
窓口受付：10月27日(木)

11月17日(木)～11月25日(金)
窓口受付：11月28日(月)

 1 月 4 日(水)～ 1 月12日(木)

 1 月 4 日(水)～ 1 月19日(木)
窓口受付： 1 月20日(金)

 1 月 4 日(水)～ 2 月 8 日(水)
  窓口受付： 2 月 9 日(木)
 2 月20日(月)～ 3 月 1 日(水)
窓口受付： 3 月 2 日(木)

   1 月16日(月)～ 2 月 1 日(水)
窓口受付： 2 月 2 日(木)

   2 月 6 日(月)～ 2 月16日(木)
窓口受付： 2 月17日(金)

   3 月 2 日(木)～ 3 月13日(月)
窓口受付： 3 月14日(火)

   8 月25日(木)～ 9 月 2 日(金)

 12月 5 日(月)～12月14日(水)

   7 月19日(火)～ 7 月29日(金)
窓口受付：上記期間中

11月 9 日(水)～11月25日(金) 
窓口受付：上記期間中

   8 月25日(木)～ 9 月 2 日(金)

12月 5 日(月)～12月14日(水)

合格発表日

 9 月15日(木)

 9 月15日(木)

10月21日(金)

11月 9 日(水)

12月22日(木)

 3 月22日(水)

11月 9 日(水)

12月 7 日(水)

 1 月26日(木)

 2 月 7 日(火)

 2 月17日(金)

 3 月10日(金)

 2 月 8 日(水)

 2 月22日(水)

 3 月17日(金)

 9 月15日(木)

 1 月13日(金)

 9 月15日(木)

 1 月13日(金)

 9 月15日(木)

 1 月13日(金)

入学手続締切日

 9 月27日(火)

 9 月27日(火)

10月31日(月)

11月17日(木)

 1 月 6 日(金)

 3 月27日(月)

11月17日(木)

12月16日(金)

 2 月 3 日(金)

 2 月15日(水)

 2 月27日(月)

 3 月17日(金)

 2 月17日(金)

 3 月 2 日(木)

 3 月27日(月)

 9 月27日(火)

 1 月20日(金)

 9 月27日(火)

 1 月20日(金)

 9 月27日(火)

 1 月20日(金)

試 験 日

別 に
定 められ た
出 願 前の
面 談日

11月 3 日(木)

12月 3 日(土)

 1 月21日(土)

 2 月 1 日(水)
 2 月 3 日(金)

 2 月15日(水)

 3 月 9 日(木)

 9 月13日(火)

 1 月 7 日(土)

 9 月13日(火)

 1 月 7 日(土)

 9 月13日(火)

 1 月 7 日(土)

大 学 入 試
センター試験
 1 月14日(土)
 1 月15日(日)

■入試日程

1期

2期

区分 合格発表日本面談日出願期間
（消印有効）

出願資格
認定通知日セミナー開催日

 7月24日（日） 7月25日（月） 7月26日（火）  ～ 8月3日（水）

■AO入試【セミナー型】

本面談は
ありません  8 月 8 日（月）

 9月25日（日） 9月26日（月） 9月27日（火）  ～10月7日（金）
本面談は
ありません 10月14日（金）

区分

1期

2期

3期

4期

5期

■AO入試【予備面談型/作品型】
出願期間（消印有効）

 8 月 1 日（月）～ 8 月22日（月）

 8 月29日（月）～ 9 月12日（月）

10月24日（月）～11月 7 日（月）

 1 月10日（火）～ 2 月 3 日（金）

 2 月27日（月）～ 3 月14日（火）

本面談日

 8 月27日（土）

 9 月19日（月・祝）

11月13日（日）

 2 月12日（日）

 3 月20日（月・祝）

合格発表日

 8 月29日（月）

 9 月20日（火）

11月15日（火）

 2 月14日（火）

 3 月21日（火）

区分

A日程

B日程

出願期間（消印有効）

10月17日（月）～10月31日（月）

11月28日（月）～12月13日（火）

試験日

11月 3 日（木・祝）

12月18日（日）

合格発表日

11月 4 日（金）

12月19日（月）

■推薦入試

区分

A日程

B日程

出願期間（消印有効）

1月10日（火）～2月 3 日（金）

2月13日（月）～2月28日（火）

試験日

2月5日（日）

3月5日（日）

合格発表日

 2月7日（火）

3月6日（月）

■一般入試

区分

A日程

B日程

C日程

出願期間（消印有効）

1月10日（火）～2月 3 日（金）

2月13日（月）～2月24日（金）

2月27日（月）～3月10日（金）

試験日 合格発表日

 2月14日（火）

 3月 6 日（月）

3月21日（火）

■センター試験利用入試 ［大学入試センター試験日：1月14日（土）・15日（日）］ 

本学独自の
学力審査は
ありません

（お問い合わせ先）
筑波学院大学
〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻3-1 入試広報グループ
TEL. 029-858-4815　FAX. 029-858-7388
URL http://www.tsukuba-g.ac.jp　E-mail  nyushi@tsukuba-g.ac.jp

（お問い合わせ先）
東京家政学院大学・大学院
〒194-0292　東京都町田市相原町２６００番地
町田キャンパス　入試広報グループ
TEL　０４２－７８２－９４１１
URL　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/
E-mail　nyushi@kasei-gakuin.ac.jp

区分

A日程

B日程

C日程

出願期間（消印有効）

10月24日（月）～11月11日（金）

 1 月23日（月）～ 2 月 7 日（火）

 2 月13日（月）～ 3 月 3 日（金）

試験日

11月23日（水・祝）

 2 月19日（日）

 3 月14日（火）

合格発表日

11月25日（金）

 2 月21日（火）

 3 月15日（水）

■私費外国人留学生入試

出願期間（消印有効）

1月10日（火）～2月3日（金）

試験日

2月12日（日）

合格発表日

2月14日（火）

■社会人入試

オープンキャンパス

 4 月24日（日）

 5 月29日（日）

 6 月26日（日）

 7 月24日（日）

  8 月 7 日（日）

 8 月28日（日）

 9 月25日（日）

10月22日（土）
・23日（日）

12月11日（日）

 3 月26日（日）

10:30～

10:30～

10:30～

10:30～

10:30～

10:30～

10:30～

10:30～

10:30～

10:30～

1月22日（日）

2月26日（日）

10:30～

10:30～

AOセミナー同時開催

AOセミナー同時開催

KVA祭同時開催

入試相談会

授業公開期間

7月25日（月）・7月26日（火）

■オープンキャンパス日程

■AO入試（オープンキャンパス参加型）面談日・キャンパス
児童学科

町田

面談日

８月２日（火）１期

■ＡＯ入試（課題型）面談日・キャンパス
面談日

８ 月２６日（金）

１０月 １ 日（土）

１０月２２日（土）

１２月１０日（土）

 ３ 月１１日（土）

生活デザイン学科

町田

町田

町田

児童学科

町田

町田

　  

町田

町田

人間福祉学科

町田

町田

健康栄養学科

千代田三番町

千代田三番町

現代家政学科

千代田三番町

千代田三番町

千代田三番町

１期

2期

3期

4期

5期

 5 月

 6 月

 7 月

 8 月

 9 月

10月

11月

12月

 3 月

5日（日）、26日（日）
5日（日）は進学相談会（ローズ祭同時開催）

千代田三番町キャンパス

15日（日）

17日（日）

6日（土）、7日（日）

 2 日（日）

 3 日（土）

26日（日）

12日（土）、13日（日）
進学相談会として開催（KVA祭同時開催）

町田キャンパス

26日（日）

17日（土）

21日（日）

24日（日）、31日（日）

19日（日）

 8 日（日）



学
友
会
役
員
決
定

　
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
学
で
学
ぶ
目
的
は
、知
識
を
得
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

皆
さ
ん
が
自
立
し
行
動
を
起
こ
す
た
め
の
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
す
。

　
筑
波
学
院
大
学
で
は
、学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
の
創
立

者
で
あ
る
大
江
ス
ミ
先
生
の
教
育
理
念
で
あ
る
知
識

（K
n
o
w
le
d
g
e

）の
啓
発
、技
術（A

rt

）の
錬
磨
、徳
性

（V
irtue

）の
涵
養
を
継
承
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、高
度
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
社
会
で
活
用
で
き
る
国
際
教
養
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
お
よ
び

デ
ザ
イ
ン
能
力
を
習
得
し
、そ
れ
ら
を
社
会
に
役
立
て
る
意

欲
を
育
て
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
学
で
は
、一
、二
年
生

が
必
修
科
目
と
し
て「
つ
く
ば
市
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
」地
域
連

携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
活
動
し
ま
す
。現
在
約
一
〇
〇
団

体
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、皆
さ
ん
も
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
地
域
活
動
に
参
加
し
、社
会
の
課
題
に
気
づ
き
、ま

た
、自
分
は
将
来
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
べ
き
か
可
能
性
を
見

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、世
界
経
済
の
相
互
依
存
関
係
は

強
ま
り
ま
す
が
、利
害
の
対
立
も
激
し
く
な
り
多
様
な
価
値

観
が
ぶ
つ
か
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
時
代
に
生
き
る
皆
さ
ん

は
、異
な
る
価
値
観
や
個
性
を
理
解
し
尊
重
す
る
態
度
と
、

自
分
の
考
え
を
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。日
本
は
高
度
な
文
明
社
会
で

す
が
、日
本
人
の
考
え
方
、日
本
文
化
を
伝
え
る
に
は
外
国
人

と
の
共
通
言
語
が
必
要
で
す
。日
本
を
世
界
に
伝
え
る
た
め

に
は
我
々
が
外
国
語
を
学
び
異
文
化
圏
の
人
た
ち
が
理
解
す

る
よ
う
に
発
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ビ
ジ
ネ
ス
社
会

は
英
語
が
共
通
言
語
で
す
か
ら
、外
国
語
は
特
技
で
は
な
く

社
会
を
生
き
る
上
で
必
要
な
技
能
と
と
ら
え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
学
で
は
、各
コ
ー
ス
に
と
ら
わ
れ
ず
、自
分
が
興
味
を
も

つ
科
目
を
横
断
的
に
学
べ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。地
域
連

携
活
動
を
行
い
、自
分
が
好
む
科
目
を
勉
強
し
て
知
識
を
積

み
重
ね
、問
題
意
識
を
も
ち
、そ
し
て
自
分
を
活
か
す
職
業
を

み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
が
本
学
で
充
実
し
た
４
年
間
を
過
ご
し
、国
際
的

な
視
野
を
も
ち
、確
か
な
目
標
を
も
っ
て
社
会
に
巣
立
つ
よ

う
に
、教
職
員
が
協
力
し
て
支
援
い
た
し
ま
す
。

学
長
　
大
島
　
愼
子

新
入
生
を
迎
え
て

学
友
会
　
　
　
　
会
　
長
　
　
飯
島 

直
幸

　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
　
橋
本 

未
来

　
　
　
　
　
　
　
会
　
計
　
　
坂
入 

勇
輝
、岩
間 

優
斗
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
子 

雄
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
書
　
記
　
　
村
木 

奈
緒
子
、渡
辺 

和
人

　
　
　
　
　
　
　
広
　
報
　
　
関 

翔
太
、浦
壁 

世
弥

　
　
　
　
　
　
　
渉
　
外
　
　
根
本 

健
太
、中
村 

大
地
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塩 

健
一
、藤
田 

汐
奈

　
　
　
　
　
　
　
会
計
監
査
　
藤
田 

翔
太

ク
ラ
ブ
連
合
会
　 

会
　
長
　   

須
藤 

愛
里
沙

　
　
　
　
　
　   

副
会
長
　
　
金
塚 

六
美

第
26
回
K
V
A
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
大
塩 

健
一

　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
川
澄 

奈
々

〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻3-1
TEL.029-858-4811（代表）
FAX.029-858-7388

URL http://www.tsukuba-g.ac.jp
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平
成
28
年
1
月
13
日
の
学
生
総
会
に
於
い
て
承
認
を
受

け
、筑
波
学
院
大
学
学
友
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
飯
島
直
幸

で
す
。私
は「
行
動
に
移
せ
な
い
自
分
」を
変
え
る
た
め
、入
学

後
す
ぐ
に
学
友
会
役
員
を
始
め
と
し
て
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
実
行
委

員
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
ッ
フ
等
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
「
会
員
相
互
の
親
睦
と
品
位
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
精
神
と
Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
を
基
と
し
て
人
間
形
成
に
努
め
、

あ
わ
せ
て
筑
波
学
院
大
学
の
発
展
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
」

を
指
針
に
、私
は
こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
が
行
っ
て
き
た
企
画

や
業
績
に
執
着
せ
ず
、ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、昨
年
度
に
引
き
続
き
本
年

度
も
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
協
力
し
、サ
ー
ク
ル
や
同
好
会
が
よ

り
活
動
し
や
す
い
環
境
を
作
り
、大
学
で
の
学
生
活
動
を
活

性
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
学
友
会
活
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、こ
れ
ま
で
通
り
意

見
箱
を
活
用
し
、誰
も
が
過
ご
し
や
す
く
、充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
大
学
を
作
り
ま
す
。

　

先
の
関
東
・
東
北
豪
雨
で
の
被
害
を
受
け
て
、９
月
11
日

（
金
）、学
内
に「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
立
ち
上
げ

学
友
会
会
長
挨
拶

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

福
島
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

７
月
12
日（
日
）、本
学
学
生
と
筑
波
大
学
生
と
の
共
催

で
、東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
の
影
響
で
、被
災
地
か
ら
茨

城
県
内
に
避
難
し
て
い
る
子
供
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
を

目
的
に
、『
福
島
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、宮
城
県
や
福
島
県
か
ら
茨
城
県
内
８
市
町
に
避

難
さ
れ
て
い
る
９
世
帯
14
名
の
お
子
さ
ん
、及
び
14
名
の
保
護

者
、合
計
28
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
、

ド
ッ
チ
ビ
ー（
フ
リ
ス
ビ
ー
を
使
っ
た
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
）、人
間

知
恵
の
輪
な
ど
、６
種
目
を
子
供
達
と
大
学
生
た
ち
が
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
良
く
、楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、い
ば
ら
き
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
か
ら
茨
城
県

産
の
高
級
食
材
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、子
供
た

ち
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
必

要
で
、ま
た
開
催
し
て
欲
し

い
、と
い
う
意
見
が
多
数
寄
せ

ら
れ
、目
的
が
達
成
で
き
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

な
お
、こ
の
取
り
組
み
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
密
着
取
材
を
受
け
、特

番
と
し
て
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

常陽新聞からの寄贈

福島の子供たちとダブルダッチ

炊き出しの様子

学
友
会

　
会
長
　
飯
島
　
直
幸

ま
し
た
。学
生
全
員
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
、翌
12
日

（
土
）か
ら
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
、常
総
市
の
み
な

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
情
報
を
収
集
し
、つ
く
ば
市
内
で

避
難
所
と
な
っ
て
い
た
豊
里
交
流
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ
谷
田
部

で
、つ
く
ば
青
年
会
議
所
が
行
っ
て
い
る
炊
き
出
し
作
業
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、高
校
生
に
も
広
く
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
』に

関
す
る
掲
示
を
出
し
ま
し
た
。

　

９
月
18
日（
金
）に
は
常
総
市
で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た

め
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。こ
の
呼
び
か
け
に
日
頃

か
ら
Ｏ
Ｃ
Ｐ
活
動
報
告
の
記
事
を
掲
載
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
常
陽
新
聞
株
式
会
社
が「
防
塵
マ
ス
ク
」と「
バ
ケ
ツ
」、そ
し

て「
ス
コ
ッ
プ
」を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、教
職
員
18
名
が
参
加
。救
援
物
資
受
け
渡
し
の

拠
点
で
あ
る
水
海
道
総
合
体
育
館
で
の
活
動
の
ほ
か
、民
家

の
水
の
か
き
出
し
・
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
っ
た
お
米
の
片
づ
け

な
ど
、現
地
の
活
動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
、大
き
な

被
害
を
受
け
た
常
総
市
の
児
童
館
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
、パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
体
験
会
を
実
施
す
る
な
ど
、子
ど
も
た
ち
の

心
の
ケ
ア
も
兼
ね
て
、ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
活
動
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

常
総
市
の
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
掛
か
り
ま
す
が
、

今
後
も
継
続
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。



水
戸
農
業
高
等
学
校「
手
作
り
お
味
噌
」ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン

任命式での記念撮影

デザインを手がけた星華子さん（左）と河村藍子さん（右）

　

本
学
の
授
業「
実
践
科
目
Ｃ
」の
一
環
で
、学
生
が
茨
城
県

立
水
戸
農
業
高
等
学
校
食
品
科
学
科
の
生
徒
が
製
造
し
た

手
作
り
味
噌「
夢
遥
」の
商
品
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組

み
、授
業
で
習
得
し
た
ス
キ
ル
を
生
か
し
、素
敵
な
ラ
ベ
ル
に
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

水
戸
農
業
高
等
学
校
で
は
、毎
年
、生
徒
が
実
習
の
一
環
と

し
て
、味
噌
の
製
造
を
行
っ
て
お
り
、そ
れ
を
学
校
内
の
直
売

所
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、ラ

ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
は
、先
生
方
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
た
め
に
、本
学
の
学
生
に
デ
ザ
イ

ン
制
作
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
生
は
、毛
筆
で
仕
上
げ
た
作
品
、高
校
生
の
味
噌
製
造

過
程
の
様
子
が
分
か
る
写
真
を
前
面
に
出
し
た
作
品
な
ど
、

10
パ
タ
ー
ン
以
上
の
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
し
、高
校
に
提
案
を
し

ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、シ
ン
プ
ル
で
活
き
活
き
と
し
た
、毛
筆
調
で

青
色
の
デ
ザ
イ
ン
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
が
高
い
評
価

を
得
た
こ
と
か
ら
、引
き
続

き
、イ
チ
ゴ
、リ
ン
ゴ
、ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
、
柚
子
マ
ー
マ
レ
ー

ド
、ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ク
リ
ー
ム
な

ど
の
、ジ
ャ
ム
の
ラ
ベ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
セ
ッ
ト
で
行
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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平
成
27
年
６
月
20
日（
土
）に
茨
城
県
国
際
交
流
協
会
に

て
茨
城
県
留
学
生
親
善
大
使
任
命
式
が
行
わ
れ
、９
名（
継

続
含
む
）の
本
学
の
学
生
が
留
学
生
親
善
大
使
と
し
て
任

命
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、親
善
大
使
と
し
て
小
中
学
校
へ
派

遣
さ
れ
、母
国
の
文
化
や
習

慣
、日
本
と
の
違
い
、母
国
の

子
供
遊
び
な
ど
の
紹
介
を

行
う
講
師
と
し
て
活
動
し

ま
す
。ま
た
、国
際
交
流
イ
ベ

ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
を
通
し

て
も
母
国
紹
介
を
行
い
、日

本
の
子
供
た
ち
と
触
れ
合
う

交
流
活
動
を
通
じ
て
国
際

交
流
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

留
学
生
が
茨
城
県
親
善
大
使
に
任
命
さ
れ
る

み
ず
ほ
村
市
場
エ
コ
バ
ッ
グ
　
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

　

11
月
24
日（
火
）に
本
学
と
株
式
会
社
み
ず
ほ
ジ
ャ
パ
ン
共

同
の
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、本
学
の
学
生
が
専

用
の
ロ
ゴ
と
エ
コ
バ
ッ
グ
を
制
作
す
る
と
い
う
形
で
、み
ず
ほ

ジ
ャ
パ
ン
が
運
営
す
る
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
店
直
売
所
で
の
農
産

物
の
海
外
販
売
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

取
り
組
む
に
当
た
り
、学
生
は
、事
前
調
査
と
し
て
、み
ず

ほ
の
村
市
場
つ
く
ば
店
に
足
を
運
び
、実
際
に
タ
イ
で
販
売
し

て
い
る
も
の
と
同
等
の
野
菜
や
果
物
を
試
食
し
た
り
、ス
タ
ッ

フ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賭
け
る
想
い
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
な
ど

し
て
、デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ロ
ゴ
は
、み
ず
ほ
ジ
ャ
パ
ン
が
、日
本
を
代
表
す
る
茨
城
県
産

の
高
級
農
産
物
を
海
外
販
売
し
て
い
る
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
、「
ト
マ
ト
」と
日
本
の
国
旗「
日
の
丸
」を

モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、習
字
で
書
い
た「
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ

Ｈ
Ｏ
」と
い
う
文
字
体
を
使
用
す
る
こ
と
で
、さ
ら
に
日
本
ら

し
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
バ
ッ
グ
は
、バ
ン
コ
ク
店
で
人
気
の
あ
る
農
産
物
を
選

び
、「
ト
マ
ト
」「
い
ち
ご
」「
い
ち
ご
の
断
面
」な
ど
計
３
種
類
を

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。日
本
の
農
産
物
を
入
れ
る
に
ふ
さ
わ
し

い
色
調
と
親
し
み
や
す
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。制
作
は
、

デ
ザ
イ
ン
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
、か
つ
、コ
ス
ト
を
抑
え

る
た
め
に
、シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
、一
つ
一
つ
丁
寧
に
手

刷
り
を
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
で
は
、ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、環
境

に
対
す
る
意
識
も
、決
し
て
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。学
生
が

制
作
し
た
エ
コ
バ
ッ
グ
が
普
及
す
る
こ
と
で
、タ
イ
で
の
環
境

問
題
の
解
決
に
、少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
、と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
す
。今
後
は
、販
売
す
る
農
作
物
の
季
節
に
合
わ
せ
た
デ

ザ
イ
ン
、大
き
め
の
サ
イ
ズ
の

バ
ッ
グ
制
作
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

や
イ
ン
ド
で
の
販
売
を
見
据

え
た
デ
ザ
イ
ン
開
発
な
ど
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、高
嶋
啓

講
師
の
指
導
の
も
と
、メ
デ
ィ
ア

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
河
村
藍
子

さ
ん（
３
年
生
）、星
華
子
さ
ん

（
３
年
生
）が
制
作
し
ま
し
た
。

記者会見での１枚



任命式での記念撮影

学院だより 2016年4月発行　9

　

情
報
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
を
め
ざ
す
中
高
生
向
け
の

企
画「
情
報
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
地
域
密
着
型
学
習
支
援
施
策
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
＆
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
講
習
会『
レ
ギ
オ
』」が

高
藤
清
美
教
授
を
講
師
と
し
、２
名
の
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト

が
付
い
て
、８
月
８
日
、25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。『
レ
ギ

オ
』で
は
、ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
＝
デ
ー
タ
の
処
理
手
順
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
手
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
考
え
方
や
目
の
付
け
所
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。茨
城
県
で
は
茨
城
県
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、二

〇
一
〇
年
か
ら
開
催
、そ
の
う
ち
本
学
で
の
開
催
は
、二
〇
一

一
年
、二
〇
一
三
年
に
続
い
て
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
は
、県
内
の
学
校
か
ら
26
名
の
申
し
込
み
が

あ
り
、２
日
間
に
渡
っ
て
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。参
加
者
の
中
か
ら
、

今
秋
か
ら
始
ま
る
国
内
予

選
を
勝
ち
抜
き
二
〇
一
六
年

の
ロ
シ
ア
大
会
に
出
場
し
、

活
躍
す
る
メ
ン
バ
ー
が
出
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
７
日
に
筑
波
銀
行
つ
く
ば
本
部
ビ
ル
で
開
催
さ
れ

た「
知
財
活
用
ア
イ
デ
ア
茨
城
県
大
会
」に
本
学
か
ら
２

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
＆
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
講
習
会

「
レ
ギ
オ
」
開
催

知
財
活
用
ア
イ
デ
ア
大
会
茨
城
県
大
会
で

優
秀
賞
を
受
賞

「
プ
ラ
ザ
・パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

中
華
大
学
へ
学
生
を
短
期
研
修
で
派
遣

　

平
成
27
年
12
月
8
日
〜
14
日
の
７
日
間
、本
学
か
ら
11

名
の
学
生
を
派
遣
し
、台
湾
の
中
華
大
学
で
日
本
語
を
専

攻
す
る
学
生
た
ち
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。中
華
大
生
の
日

本
語
の
会
話
練
習
の
補
助
活
動
や
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
の
文
化
紹
介
、

中
国
語
の
学
習
研
修
、歓
迎

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
を

通
し
、国
や
文
化
を
超
え
た

交
流
を
行
い
ま
し
た
。中
華

大
生
と
の
交
流
は
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え

る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。両
大
学
の
交
流
研
修

は
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

優秀賞受賞「チーム・ケサランパサラン」

たくさんのイベントで交流を深めました 河村藍子さん提案の「水族館」

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
を
中
心
と
し
た「
チ
ー
ム
・
ケ
セ
ラ
ン
パ
サ
ラ
ン
」

は「F
o
u
n
d

〜
無
く
し
も
の
発
犬
器
〜
」と
い
う
テ
ー
マ

で
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
開
放
特
許「
二
次
元
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
」を

利
用
し
た
提
案
を
し
、斬
新
性
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
を
高

く
評
価
さ
れ
、優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。４
年
生
の
チ
ー

ム「
て
ら
こ
や
」は「
集
め
て
！
ト
ル
ッ
チ
ャ
！
〜
商
店
街

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
収
集
〜
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、富
士
通
の
開

放
特
許「
捕
獲
遊
具
技
術
」を
利
用
し
た
提
案
を
し
、受
賞

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、高
い
評
価
を
得
て
い
ま
し
た
。

　
「
チ
ー
ム
・
ケ
セ
ラ
ン
パ
サ
ラ
ン
」は
県
代
表
と
し
て
、11
月

28
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

東
日
本
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。全
国
大
会
へ
の
出
場

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、御

指
導
を
頂
い
て
い
た
筑
波
銀

行
様
、三
友
製
作
所
様
か
ら

は
全
国
大
会
出
場
チ
ー
ム
と

遜
色
が
な
か
っ
た
と
の
評
価

を
頂
き
、自
信
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
３
年
生
21
名
に
よ
る
空
間

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
、
つ
く
ば
ク
レ
オ
ス
ク
エ
ア
Ｍ

Ｏ
Ｇ
１
階
広
場
「
プ
ラ
ザ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
、
学
生
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
提
案
を

パ
ネ
ル
に
展
示
し
、
一
般
市
民
に
よ
る
投
票
を
行
い
、
メ
デ
ィ

ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
３
年
の
河
村
藍
子
さ
ん
が
提
案
し
た
、

ク
ジ
ラ
の
親
子
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
海
を
泳
ぐ
作
品
「
水

族
館
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
、
９
月
末
ま
で
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
惜
し
く
も
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
作
品

も
、
市
民
の
方
か
ら
沢
山
の

表
を
集
め
た
す
ば
ら
し
い
作

品
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
制

作
や
、
サ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
計

画
な
ど
を
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
自
己
表
現
と
し
て
、
地

域
貢
献
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
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12
月
12
日（
土
）、本
学
と
中
国
の
長
春
大
学
で
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た「
ペ
ー
パ
ー
カ
ー
レ
ー
ス
二
〇
一
五
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
の
授
業
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
学
ぶ
学
生
が
長
春
大
学
の
学
生

と
行
な
っ
て
い
る
恒
例
の
対
抗
レ
ー
ス
で
す
。互
い
の
ペ
ー
パ
ー

カ
ー
を
走
ら
せ
走
行
タ
イ
ム
や
デ
ザ
イ
ン
を
競
い
合
い
ま
し

た
。こ
れ
は「
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
２
」の
時
間
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
操
作
法

の
練
習
と
、設
計
の
セ
ン
ス
を
学
ぶ
授
業
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。走
行
タ
イ
ム
を
競
う
と
い
う
目
的
の
も
と
、製
作

の
条
件
に
従
っ
て
各
自
で
企
画
・
設
計
・
製
作
し
た
紙
の
車
を

持
ち
寄
り
、直
線
コ
ー
ス
を
走
ら
せ
成
果
を
競
い
ま
す
。Ｃ
Ａ

Ｄ
で
図
面
を
描
い
て
ケ
ン
ト
紙
に
プ
リ
ン
ト
し
、切
り
抜
い
て

組
み
立
て
た
紙
の
車
で
車
軸
の
木
の
丸
棒
以
外
は
全
て
ケ
ン

ト
紙
で
作
り
、配
布
さ
れ
た
模
型
用
の
モ
ー
タ
ー
と
電
池

ボ
ッ
ク
ス
を
載
せ
、モ
ー
タ
ー
と
動
輪
の
プ
ー
リ
に
輪
ゴ
ム
を

掛
け
て
の
動
力
伝
達
で
タ
イ
ヤ
を
回
し
走
ら
せ
る
競
技
で
す
。

　

学
内
で
の
レ
ー
ス
は
短
大
時
代
か
ら
続
い
て
お
り
、今
年
で

23
回
目
、中
国
と
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー

カ
ー
レ
ー
ス
の
交
流
は
今
年

で
14
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

長
春
大
学
か
ら
は
代
表
選
手

21
人
の
車
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

互
い
に
競
い
合
い
ま
し
た
。中

継
で
自
己
紹
介
と
と
も
に
紹

介
し
合
っ
た
車
の
中
か
ら
日

本
側
か
ら
中
国
の
デ
ザ
イ
ン

賞
、そ
し
て
中
国
か
ら
も
日

日
中
対
抗
国
際
ペ
ー
パ
ー
カ
ー
レ
ー
ス

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
・
Ｋ
Ｖ
Ａ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
24
日（
土
）・
25
日（
日
）第
25
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。２
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、多
く
の
お
客
様
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。１
日
目
は
今
年
で
第
10
回
目
の

記
念
大
会
を
む
か
え
る
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
Ｋ
Ｖ
Ａ

杯
が
開
催
さ
れ
、県
内
外
よ
り
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
、優
勝
を

目
指
し
ま
し
た
。表
彰
式
で
は
、記
念
の
ボ
ー
ル
が
各
チ
ー
ム

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
軽
音
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、模
擬
店
を
利
用
す
る
多
く
の
お
客

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は「
お
笑
い
イ
ベ
ン
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。開

演
前
よ
り
多
く
の
お
客
様
が
並
ば
れ
、今
年
度
の
テ
ー
マ
で

も
あ
る「
笑
い
の
花
吹
雪
」を
ふ
り
ま
き
、会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。そ
の
他
、華
道
部
主
催
の「
生
け
花
コ
ン

テ
ス
ト
」や
茶
道
部
の「
茶
道

体
験
」、各
サ
ー
ク
ル
の
展
示

や
ゼ
ミ
の
発
表
な
ど
、多
く
の

企
画
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、24
日（
土
）に
は
、第

３
回
Ｋ
Ｖ
Ａ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ（
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
）が
本

学
大
教
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。コ
ン
テ
ス
ト
は
、小
学
生

ＫＶＡ祭でのライブの様子

本
側
の
デ
ザ
イ
ン
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
ま
し
た
。今
回
の
国
際

交
流
も
多
く
の
先
生
方
の
支
援
の
も
と
、学
生
達
の
授
業
の

成
果
を
競
う
楽
し
い
ペ
ー
パ
ー
カ
ー
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

の
暗
誦
、小
学
生
帰
国
子
女
・
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ス
ピ
ー

チ
、中
学
生
の
ス
ピ
ー
チ
、高
校
生
の
ス
ピ
ー
チ
と
質
疑
応
答
、

大
学
生
・
社
会
人
の
即
興
ス
ピ
ー
チ
と
質
疑
応
答
の
５
部
構

成
で
、今
年
も
全
国
か
ら
47
名
の
出
場
者
が
あ
り
、各
部
門
ご

と
に
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
受
賞
者

に
は
、協
賛
企
業
の
株
式
会
社
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
、株
式
会

社
ｉ
．Ｊ
Ｔ
Ｂ
、株
式
会
社
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ル
ズ（
神
田

外
語
グ
ル
ー
プ
）、オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
株
式
会

社
、カ
シ
オ
計
算
機
株
式
会
社
か
ら
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

後
援
は
、茨
城
県
教
育
委
員
会
、つ
く
ば
市
、つ
く
ば
市
教
育

委
員
会
、一
般
社
団
法
人
日
本
英
語
交
流
連
盟
、公
益
社
団

法
人
日
本
英
語
検
定
協
会
、及
び
株
式
会
社
茨
城
新
聞
社

で
、表
彰
式
、懇
親
会
に
は
つ
く
ば
市
長
も
出
席
さ
れ
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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成
人
を
祝
う
会

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。平
成
28
年
１

月
11
日（
祝
）、大
江
ス
ミ
記
念

ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に
て
第
４
回
成
人

を
祝
う
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
美
し
い
着
物
を
身
に
つ

け
、平
成
25
年
度
卒
業
生
約
80
余

名
が
、久
し
ぶ
り
に
母
校
に
集
合

し
、教
師
・
友
人
と
の
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、あ
づ
ま
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
り

大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。卒
業

生
の
皆
さ
ん
、成
人
お
め
で
と
う
。

世
界
を
舞
台
に
、い
ざ
、飛
翔
!!

第４回　成人を祝う会

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
中
学
生
は
六
年
間
、高
校
生
は
三
年
間
、こ
の
家
政
学

院
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。合
格
通
知
を
受
け
取
っ
た
そ

の
日
か
ら
、皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
多
く
の

期
待
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。新
し
い
友
達
と
の
出
会
い

は
き
っ
と
皆
さ
ん
を
更
な
る
成
長
へ
と
導
い
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

本
学
院
の
教
育
目
標
は
、皆
さ
ん
全
員
が
希
望
す
る
進
学

先
に
進
む
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。そ

し
て
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、三
つ
の
柱
に
沿
っ
て
指
導
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
学
力
で
す
ね
。本
校
で
は
、基
礎
学
力
を
し
っ
か
り

と
身
に
つ
け
る
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ

れ
を
も
と
に
論
理
的
思
考
に
裏
付
け
さ
れ
た
、つ
ま
り
知
識

を
実
生
活
で
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る「
真
の
学
力
」を
身
に

つ
け
さ
せ
ま
す
。そ
の
た
め
に
本
校
独
自
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
て
、コ
ー
ス
別
の
授
業
、習
熟
度
別
授
業
、補
習
、講
習

と
徹
底
し
た
少
人
数
で
の
指
導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、自
分
の
個
性
あ
る
い
は
特
性
を
最
大
限
に
活
か
せ
る

進
路
選
択
が
で
き
る
能
力
を「
進
路
指
導
」に
よ
っ
て
身
に
つ

け
ま
す
。本
校
の
進
路
指
導
の
特
徴
は「
自
分
を
知
る
」こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。で
す
か
ら
結
果
と
し
て
後
悔
し
な
い
、自

分
自
身
が
納
得
の
で
き
る
進
路
に
巣
立
っ
て
ゆ
け
る
の
で
す
。

入
学
生
の
皆
さ
ん
へ

校
長
　
　
長
尾
　
宏

　

最
後
は
、社
会
性
を
育
む
指
導
で
す
。本
校
の
誇
る「
ラ
イ

フ
キ
ャ
リ
ア
教
育
」に
よ
っ
て
、社
会
人
と
し
て
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、デ
ィ
ベ
ー
ト
力
、プ
レ
ゼ
ン
力
を
育
て
ま
す
。

　

在
学
中
に
こ
う
し
た
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
き
る
力（
学
力
・
人
間
力
）が
身
に
つ
く
と
と
も
に
、自
身
の

成
長
が
生
み
出
す
自
尊
の
心（
自
分
を
好
き
で
い
ら
れ
る
、大

切
に
思
え
る
、誇
り
に
思
え
る
心
）が
育
ま
れ
る
こ
と
で
社
会

に
貢
献
で
き
る
自
立
し
た
女
性
へ
と
成
長
で
き
る
の
で
す
。学

校
生
活
全
般
を
通
し
て
、皆
さ
ん
の
中
に
ま
だ
眠
っ
た
ま
ま
で

い
る
、い
わ
ゆ
る「
潜
在
能
力
」を
私
た
ち
と
一
緒
に
伸
ば
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）

URL http://www.kasei-gakuin.ed.jp

東京家政学院中学校・高等学校
TOKYO KASEIGAKUIN　JUNIOR　&　SENIOR　HIGH　SCHOOL
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昨
年
行
わ
れ
た
東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
書
道

部
会
、第
二
十
八
回
展
覧
会
で
高
校
三
年
の
片
山
綾

乃
さ
ん
が
会
長
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
に
は
本
校
は
三
年
前
か
ら
参
加
し
て

お
り
、片
山
さ
ん
は
今
回
二
度
目
の
受
賞
と
な
り
ま

す
。片
山
さ
ん
は
小
学
生
の
頃
か
ら
書
道
教
室
に
通
っ

て
お
り
、本
校
で
も
高
校
三
年
間
書
道
部
に
在
籍
し
て

い
ま
し
た
。高
校
一
年
制
の
時
に
同
賞
を
、高
校
二
年
生

の
時
に
は
家
政
学
院
の
前
身
で
あ
る
家
政
学
研
究
所

発
祥
の
地
に
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
の
碑
文
を
記
し
ま

し
た
。そ
の
他
、卒
業
時
に
は
高
等
学
校
文
化
優
良
生

徒
に
も
選
ば
れ
る
等
、大
変
立
派
な
活
躍
で
し
た
。こ

の
四
月
か
ら
は
四
年
制
の
私
立
大
学
で
語
学
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。

　
書
道
部
は
中
学
生
と
高
校
生
が
一
緒
に
活
動
し
て
い

ま
す
。中
学
生
は
高
校
生
の
作
品
に
い
つ
も
感
動
し
、

良
い
刺
激
を
も
ら
う
よ
う

で
す
。高
校
生
は
中
学
生

に
見
ら
れ
て
い
る
緊
張
感

が
や
は
り
良
い
刺
激
と
な

る
よ
う
で
す
。作
品
を
書

い
て
い
る
時
に
は
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
が
流
れ
、

穏
や
か
な
雰
囲
気
が
書
道

室
に
広
が
り
ま
す
。

　
新
入
部
員
は
随
時
歓

迎
し
て
い
ま
す
。

書
道
部
　
入
選

高校大江賞　高２Ａ「手まり」

　
合
唱
祭
実
行
委
員
長
　
高
２
　
杉
浦
　
里
奈

　
ご
き
げ
ん
よ
う
！
一
月
二
十
八
日
、合
唱
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。毎
日
練
習
を
重
ね
、本
番
で
は
ど
の
ク
ラ

ス
も
そ
の
成
果
を
発
揮
し
、す
ば
ら
し
い
合
唱
で
し
た
。

中
学
一
年
生
は
、元
気
で
明
る
い
歌
声
を
、二
年
生
は

安
定
し
た
落
ち
着
き
の
あ
る
歌
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。三
年
生
は
少
人
数
な
が
ら
、一
人
ひ
と
り
が
客

席
に
ま
っ
す
ぐ
思
い
を
届
け
て
く
れ
た
と
感
じ
ま
し

た
。高
校
一
年
生
は
、高
校
か
ら
入
学
し
た
多
く
の
生

徒
に
と
っ
て
、初
め
て
の
合
唱
祭
で
し
た
が
、一
生
懸
命

歌
う
姿
に
感
激
し
ま
し
た
。そ
し
て
二
年
生
は
、最
高

学
年
と
し
て
納
得
で
き
る
、力
強
い
合
唱
を
ホ
ー
ル
に

響
か
せ
ま
し
た
。

　
近
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、今
年
は
先
生
方
と

生
徒
全
員
で「
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
な
ら
」を
歌
い

ま
し
た
。悩
み
に
立
ち
向

う
女
の
子
を
明
る
く
前
向

き
に
応
援
し
て
く
れ
る
曲

な
の
で
、私
た
ち
に
ぴ
っ
た

り
だ
と
思
い
選
び
ま
し

た
。会
場
は
例
年
以
上
に

盛
り
上
が
り
、笑
顔
で
あ

ふ
れ
ま
し
た
。　
ご
来
場

頂
い
た
皆
さ
ん
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 合

唱
祭
報
告

 2017年度入試（実施：2016年度） 東京家政学院中学校・高等学校説明会日程

＜問合せ先＞
東京家政学院中学校・高等学校　〒102-8341 東京都千代田区三番町22番地

TEL：03-3262-2256　FAX：03-3262-2223　MAIL:koho@chuko.kasei-gakuin.ac.jp

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

14:00

14:00

10:00

14:00

10:00

 5 月 8 日（日）

 6 月19日（日）

 6 月27日（月）

 8 月23日（火）

 9 月22日（木）

10月15日（土）

11月26日（土）

12月24日（土）

 1 月14日（土）

 3 月25日（土）

11:00

11:00

11:00

 4 月23日(土）

11月 5 日(土）

 1 月 7 日（土）

中学校

キャンパスツアー 説明会

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

高等学校

キャンパスツアー 説明会

 7 月 2 日（土）

 9 月24日（土）

10月15日（土）

11月12日（土）

 1 月14日（土）

 7 月30日(土）

 8 月27日(土）

10月30日(日）

11月19日(土）

12月 3 日(土）

12月10日(土）

12月26日（月）

9:30

9:30

9:30

14:00

14:00

14:00

10:00

■中学校・高等学校 共通

学校見学できます。

【平日】10:00～16:00　 【土曜】13:00～16:00

事前にご連絡下さい。
（学校行事等の都合で見学できない場合があります）

10月 9 日(日)

10月10日(月)

 1 月27日(金)

10:00～15:00

10:00～15:00

13:00～

文化祭は受験生・保護者に公開しています。

文化祭
（常磐祭第二部）

文化祭
（常磐祭第二部）

合唱祭
※合唱祭の会場は

練馬文化センターです。
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若
葉
が
目
に
鮮
や
か
な
４
月
、入
学
生
の
皆
様
を
迎
え
、新
し
い
教
職
員
を
加

え
て
、夢
と
希
望
に
満
ち
た
、そ
し
て
課
題
に
取
り
組
む
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

進
級
し
た
学
生
・
生
徒
の
皆
様
に
は
、こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果
を
基
に
、未
来
に

向
け
て
さ
ら
に
充
実
し
た
学
院
生
活
を
実
現
い
た
だ
く
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
時
代
に
あ
っ
て
、社
会
の
基
礎
と
な
る
家
庭
、地
域
の
在

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、生
活
の
基
本
と
な
る
知
と
技
を
身
に
つ

け
、そ
れ
を
正
し
く
活
か
す
徳（
教
養
）を
備
え
た
家
庭
人
・
社
会
人
を
育
て
る
こ

と
を
建
学
の
理
念（
Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
）と
す
る
本
学
院
の
役
割
は
、い
っ
そ
う
大
き
く

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
年
は
、大
正
12
年
に
学
院
が
創
立
さ
れ
て
93
年
に
な
り
ま
す
。こ
の
間
に
卒
業

し
た
５
万
人
を
超
す
同
窓
生
は
、色
々
な
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。本
年
は
、同

窓
会
の
創
立
90
周
年
で
す
。そ
の
名「
光
塩
会
」は
、卒
業
生
が
、地
を
固
め
る
塩
と

し
て
、世
を
照
ら
す
光
と
し
て
、家
の
た
め
世
の
た
め
に
役
立
つ『
国
際
教
養
人
』と

な
る
こ
と
を
希
望
し
て
、創
設
者
大
江
ス
ミ
先
生
が
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
、学
院
の
新
た
な
発
展
を
期
し
て
、「
新
Ｋ
Ｖ
Ａ
ル
ネ
サ
ン
ス
」を
展
開
し
て

い
ま
す
。家
政
学
院
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
活
動
は
何
か
、世
界
に
先
駆
け
て
初
め
て

行
え
る
こ
と
は
何
か
、学
院
の
伝
統
を
将
来
に
活
か
す
取
り
組
み
を
、み
ん
な
で
考

え
、実
現
に
向
け
て
共
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

　

中
学
・
高
校
・
大
学
生
の
時
期
は
、人
生
で
最
も
変
化
し
輝
く
時
で
あ
り
、悩
む

時
で
す
。互
い
に
協
力
し
、未
来
に
羽
ば
た
く
生
徒
学
生
を
支
え
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
と
共
に
歩
む
、地
域
の
中
の
学
校
と
し
て
、社
会
に
貢
献
し
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

新
し
い
年
度
を
迎
え
て

〜 

地
の
塩
、世
の
光
へ
の
道「
新
Ｋ
Ｖ
Ａ
ル
ネ
サ
ン
ス
」 

〜

＜お問合せ・お申込み先＞　学校法人東京家政学院　募金事務局　〒102-8341 東京都千代田区三番町22番地
　　　　  　　　　　　　 TEL：03-3262-2242  FAX：03-3262-2174  MAIL： bokin@kasei-gakuin.ac.jp

東京家政学院創立100周年記念募金にご協力いただける方は募金事務局までご連絡ください。
寄付金募集要項及び寄付申込書を送付いたします。 所得税を軽減できます。詳しくはHPをご覧ください。

　東京家政学院創立100周年記念募金へのご協
力に、厚く御礼申し上げます。ご寄付いただきまし
た皆様への感謝の意を込めまして、ここにご芳名
を掲載させていただきます。

(平成27年６月～平成28年１月分)

　東京家政学院創立90周年
記念募金の寄付者銘板が完
成し、千代田三番町校舎１階
に設置しました。
　改めまして、皆様のご協力
に、心から感謝を申し上げま
す。お近くへお越しの際はどう
ぞお立ち寄りください。

佐原　成夫
鈴木　茂
田邊　良子
野口　豊隆
羽崎　晴美
長谷川　悦子

福西　玲子
三木　久子
両角　啓子
山口　孝
山田　順子
渡辺　徹

ほか匿名希望の寄付者4名、企業1社。（敬称略・五十音順）

東京家政学院
創立90周年記念募金

東京家政学院
創立100周年記念募金

学校法人東京家政学院
〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
（代表電話番号）03-3262-2251

URL http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

東京家政学院学校
法人

Knowledge
Virtue

Art
知識を高める
徳性を養う
技術を磨く

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院

　
　
理
事
長
　
沖
　
　
和
祐

井澤　尚子
岩崎　正宏
榎村　尚子
沖　　和祐　
込山　弥彦
齊藤　知恵子
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御
入
学
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
御
入
会
を
会
員
一
同
、心
か
ら
歓
迎
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

光
塩
会
は
、学
院
で
学
ば
れ
た
方
々
の
同
窓
会
で
ご
ざ
い
ま

す
。今
年
は
、一
九
二
六
年
３
月
卒
業
生
皆
さ
ま
の
集
い
に
始

ま
っ
た『
光
塩
会
設
立
90
周
年
』を
迎
え
、意
義
深
い
年
で
ご

ざ
い
ま
す
。現
在
、会
員
は
約
５
万
人
、全
国
各
地
、多
方
面
で

素
晴
ら
し
い
御
活
躍
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

光
塩
会
は
、卒
業
生
と
皆
さ
ま
と
が
縦
横
の
絆
と
し
て
連

帯
し
、固
く
結
ば
れ
る
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。会
員
は
、皆
さ
ま
の

学
院
生
活
が
喜
び
に
溢
れ
、楽
し
く
学
ぶ
日
々
で
あ
り
ま
す

よ
う
声
援
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。光
塩
会
に
関
心
を
お

寄
せ
下
さ
い
ま
し
て
、諸
活
動
に
も
是
非
、御
参
加
く
だ
さ
い

ま
せ
。

　

母
校
は
心
の
故
郷
、生
涯

所
属
す
る
場
、生
涯
学
習
の

場
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
と
の
よ
き
出
会
い

に
よ
り
、友
情
の
輪
が
拡
が
り

ま
す
よ
う
、会
員
一
同
、心
か

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

よ
う
こ
そ
東
京
家
政
学
院
へ
。

　

あ
づ
ま
会
は
東
京
家
政
学
院
高
等
学
校
の
同
窓
会
で
す
。

今
年
の
主
な
活
動

　

＊
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

　

＊「
あ
づ
ま
だ
よ
り
」の
発
行

　

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
配
信

　

＊
奨
学
金
の
給
付

　

＊
校
章
ス
ト
ラ
ッ
プ
・

　
　

あ
づ
リ
ー
ヌ
の
コ
ン
パ
ク
ト
ミ
ラ
ー
の
販
売

　

＊
常
磐
祭
の
参
加

　

常
磐
祭（
体
育
祭
、文
化
祭
）で
は
、皆
さ
ん
に
お
目
に
か
か

り
ま
す
。

　

体
育
祭
で
は
元
気
な
競
技
姿
を
応
援
し
、文
化
祭
で
は
お

教
室
を
あ
づ
ま
会
の
お
部
屋
と
し
て
、今
ま
で
の
制
服
、卒
業

生
の
製
作
作
品
な
ど
の
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。前
制
服

を
着
た
シ
ェ
リ
ー
メ
イ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
も
お
目
見
え
し
ま
す
。 

　

在
校
生
と
卒
業
生
が
、一
緒
に
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、明
る
く
健
や
か
な
学
院
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

応
援
し
て
い
ま
す
。

光塩会設立90周年記念  中村紘子ピアノ演奏会

光
塩
会

　
会
長
　
永
山
　
ス
ミ

新
入
生
に
向
け
て

あ
づ
ま
会

　
会
長
　
澤
田
　
三
和
子

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ

九州地区懇親会にて英国偉人伝を紹介

　光塩会は今年、設立90周年を迎えることとなりました。
　記念行事として「子どものための音楽教室」ご出身の中村紘子さんの
ピアノ演奏会を開催します。鑑賞ご希望の方は下記にてお申込みください。
　　　　　　　　　　　　　記
日時　平成28年6月12日（日）　午後2時開演（午後1時30分開場） 
会場　千代田三番町キャンパス大江スミ記念ローズホール 
会費　6,000円　学生4,000円（いずれも記念切手付）
申込　お葉書にてお申し込みください。（会員優先とさせていただきます。）
締切　平成28年5月10日必着
　　　ご当選の方には葉書にて詳細をお知らせします。

以上

表
〒102-8341

東
京
家
政
学
院

　
光
塩
会
　
演
奏
会
係

東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
22

裏 申込者
 ①氏名 ②卒回
 ③住所 ④電話番号

同伴者
 ①人数
 ②氏名

＜お問い合せ先＞　光塩会事務局 （ 月曜・火曜・金曜  10時～16時 ）
　　　　　　　  　TEL / FAX　03-3265-3646



東
京
家
政
学
院
大
学
　
現
代
生
活
学
部
　
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
卒
業

有
田
　
沙
織

児
童
学
科
　
体
育
研
究
室

（
金
子
和
正
研
究
室
）

農
業
へ
の
こ
こ
ろ
ざ
し 

〜
教
員
生
活
か
ら
新
た
な
踏
み
出
し
〜

東
京
家
政
学
院
大
学

授業の様子

これから野宿！
シートを使って緊急用の
ツエルト作り

初めてのスキー！
お姉さんに支えてもらって少し安心

　

私
は
平
成
23
年
に
大
学
を
卒
業
し
、現
在

は
川
崎
市
に
あ
る
私
立
の
中
高
一
貫
校
で
非

常
勤
講
師
を
し
て
お
り
ま
す
。平
成
28
年
４

月
か
ら
は
八
王
子
市
で
農
業
従
事
者
と
し
て

勤
務
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
中
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
幅
広

く
教
鞭
を
と
っ
て
い
ま
す
が
教
科
の
根
幹
と

し
て
感
じ
る
こ
と
は
、家
庭
科
と
は「
生
き
る

力
」だ
と
い
う
こ
と
で
す
。情
報
が
多
様
化
す

る
社
会
に
出
た
時
、与
え
ら
れ
た
環
境
か
ら

何
を
選
択
す
る
か
決
定
す
る
た
め
の
判
断
材

料
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ

故
、社
会
で
起
き
て
い
る
こ
と
や
実
態
を
知

り
、そ
れ
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な
意
見
を
持

つ
の
か
、又
行
動
す
る
の
か
考
え
さ
せ
る
た
め

に
日
々
勤
し
ん
で
い
ま
す
。そ
の
様
な
中
、Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
扱
う
授
業
の
準
備
で
農
業
の
実
態
や

今
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
知
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。私
自
身
、年
末
年
始
に
行

わ
れ
る
春
の
七
草
の
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
を
15

歳
か
ら
毎
年
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
い
る
こ
と

や
祖
父
が
農
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

り
、農
業
と
い
う
職
種
や
環
境
が
身
近
な
も

の
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
、海
外
か
ら
安
価
な
食

品
が
大
量
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
、安
心
・
安
全
・
顔
が
見
え
る
国
産
野
菜

を
生
産
す
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
考

え
て
も
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。ま
た
、教
員
の
経
験
も
活
か
し
農
業
の

大
切
さ
や
国
産
野
菜
の
安
全
性
な
ど
、学
校

現
場
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
広
く
伝
え
て

い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。農
業
は
食

の
根
源
で
あ
り
、

こ
れ
も
ま
た「
生

き
る
力
」で
す
。国

内
農
業
の
未
来
に

希
望
を
持
っ
て
夢

の
あ
る
仕
事
を
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
体
育
研
究
室
で
の
学
生
の
育
て

方
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
学
生
に
体
験
を

　

こ
の
研
究
室
は
、特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、現
場
と
研
究
の

溝
を
埋
め
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
は
野
外
活
動
種

目
と
い
わ
れ
、野
外
教
育
と
い
う
範
疇
で
教

育
の
中
に
根
を
下
ろ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。授

業
で
４
泊
５
日
の
テ
ン
ト
泊
の
キ
ャ
ン
プ
が
あ

り
ま
す
。１
泊
は
テ
ン
ト
を
使
用
し
な
い
で
野

宿
を
す
る
キ
ャ
ン
プ
で
す
が
、毎
年
30
〜
50
名

の
参
加
者
が
い
ま
す
。ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
に
つ
い
て
は
100
名
を
超
え
る
人
数
で
す
。東

京
家
政
学
院
大
学
の
学
生
は
ア
ウ
ト
ド
ア
が

好
き
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま

す
。ア
ウ
ト
ド
ア
は
体
験
が
い
の
ち
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。キ
ャ
ン
プ
に
限
ら
ず
ス
キ
ー
、ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
、カ
ヌ
ー
、ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、ハ
イ

キ
ン
グ…

と
多
く
の
ア
ウ
ト
ド
ア
種
目
が
あ

り
ま
す
。一
人

で
も
多
く
の
学

生
に
一
つ
で
も

ア
ウ
ト
ド
ア
体

験
を
し
て
も
ら

う
こ
と
を
薦

め
て
い
ま
す
。

段
取
り
が
考
え
ら
れ
る
学
生
に

　

野
外
生
活
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
日
常
生

活
で
も
そ
う
で
す
が
先
を
読
ん
で
行
動
す
る

と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
次
に
起
こ
る
現
象

を
常
に
考
え
な
が
ら
行
動
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。野
外
で
の
生
活
は
実
に
多
く
の
知
識

と
技
術
と
知
恵
が
必
要
で
す
。段
取
り
は
、

子
ど
も
た
ち
が
木
登
り
を
し
て
い
る
時
、し

ば
ら
く
考
え
て
次
の
脚
と
手
を
出
す
間
が
あ

り
ま
す
。ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
も
当
に
こ
れ
と
同

じ
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。次
の
手
を
ど
こ
に
伸

ば
す
の
か
、と
っ
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。次

の
一
手
で
壁
や
木
は
登
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。段
取
り
は
一
朝
一
夕
で
は
習
得
で
き

ま
せ
ん
。多
く
の
経
験
知
の
集
積
が
的
確
な

段
取
り
と
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
ま
す
。段
取

り
が
上
手
く
組
め
る
と
い
う
こ
と
は
経
験
知

の
集
積
の
結
果
で
す
。先
を
見
て
行
動
で
き

る
学
生
の
育
成
を
目
指
す
研
究
室
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

氏
名　

有
田 

沙
織
（
あ
り
た 

さ
お
り
）

平
成
23
年
３
月　
　

東
京
家
政
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　

現
代
生
活
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科 

卒
業　

平
成
23
〜
24
年
度　

法
政
大
学
第
二
中
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

家
庭
科
事
務 

平
成
25
〜
27
年
度　

法
政
大
学
第
二
中
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

非
常
勤
講
師
（
家
庭
） 

平
成
28
年
４
月　
　

八
王
子
市
の
農
園
で
正
社
員

　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
本
採
用

社
会
の
な
か
で
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